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富山県西部利賀川源流域の富山・岐阜県境付近の標高 1460m 地点において積雪観測を

2020-2021 から 2024-2025 までの 5 冬季実施した。根雪日数は 138～163 日，平均 152 日，

最深積雪深は309～536cm，平均403cmであった。観測期間が短いものの，この山域が立

山に匹敵する豪雪山地であることが示された。 
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1. はじめに

 積雪環境は植生の成立を規定する重要な要因

のひとつである（酒井 1977；石塚 1978；梶本ら

編 2002）。少雪な太平洋側山地から多雪な日本海

側山地への積雪環境傾度に沿って植生のちがい

がみられること（植生背腹性）は日本の自然景観

を語るうえで注目に値する特徴である（吉良ら 
1976）。さらに林業においても，多雪環境は雪害

をひき起こし（四手井 1954），造林木が健全に育

たず成林が見込めない不成績造林地を生じさせ

る（小野寺 1990；横井・山口 2000; Masaki et al. 
2004）。下刈り期間が長く，雪起こしなど特別な

作業を行って多大な保育経費をかけたにもかか

わらず，収益が期待できず投入した資本の回収の

見込みもないという深刻な問題をもたらす。この

ような多雪地域における植生の保全や造林地の

管理には，基礎的な情報として最深積雪深などの

積雪環境を把握することはきわめて重要である。 
富山県内の気象庁の観測地点のうち積雪深を

観測しているのは富山，伏木，氷見，魚津，朝日，

砺波，猪谷の7地点であり，岐阜県飛騨地方では

高山，白川，河合，神岡の4地点である。そのほ

か立山町吉峰でも富山県森林研究所による観測

が行われている。以上の地点はいずれも平野，盆

地，段丘であり，山岳地での積雪観測は非常に少

ない。富山県内における山岳地での積雪観測の事

例は，立山町栃津，富山市大山町長棟国有林，南

砺市利賀村水無，奥山（相浦ら 2018; 相浦 2026），
立山町立山の美女平，ブナ坂，ブナ平，上ノ小平，

美松，松尾峠（中島2020），室堂平（飯田ら 2016）
などに限られており，さらに地点数を増やすこと

が望まれる。 
庄川支流利賀川の源流域は富山県内の最南端

に位置し，岐阜県側に突出する部分を形づくって

いる（図–1）。この付近では，水無（標高1150m）

と奥山（1350m）で積雪観測が行われており，平

均年最深積雪深はそれぞれ 386cm（観測期間 19
年），412cm（27年）と報告され（相浦ら 2018; 相
浦 2026），有数の豪雪地であることがわかる。さ

らに南側の富山・岐阜県境の稜線付近は1500m程

度の標高があり，積雪がさらに多いことも予想さ 

れる。しかしながらその西側には白山（2702m）

から北に延びる稜線上に笈ヶ岳（1841m）や大笠

山（1822m）など標高の高い山があり，その陰に

なるため予測に反して積雪が多くない可能性も

考えられるが，詳細な調査が行われていないので

その実態は不明である。 
 本研究では，利賀川源流域の富山・岐阜県境付

近の 1460m 地点において積雪観測を 5 年間実施

した。観測期間は短いが，貴重なデータであると

考えられるので報告し，最寄りの気象庁観測地点

の白川との積雪深経時変化の同調性，最深積雪深

年変動の相関について検討した。 

2. 観測地と方法

2.1 観測地 

利賀川を南へさかのぼると，利賀川ダム付近で牛

首断層と交差し，断層に沿って相対する方向に向か
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う2つの川（南西に向かうアテビョウ谷と北東に向

かう水無谷）に分かれる（図–1）。それらの谷より

南側では，北ソウレ山（1555 m），水無山（1506 m），

猿倉山（1383 m），御鷹巣山（1444 m）の1400～1500 
m程度の山が連なって独立した地塊を呈し，富山・

岐阜の県境になっている。中腹の斜面は非常に急峻

であるが，稜線付近はなだらかな地形となり，隆起

準平原的な景観がみられる。 
観測地点は，アテビョウ谷の上流の小アテビョウ

谷の源流の北緯36度16分51.00秒，東経136度57
分41.03秒，標高1460 mの作業道脇に設置した（図

– 2）。メッシュ気候値（気象庁 1987）による年最大

積雪深の推定値は281cm，相浦ら（2018）の方法に

よる推定値は464 cmである。 
 
2.2 積雪観測方法 

長さ3m の単管パイプを重機により1.5mまで地

中に挿し，それに添わせて高さ5.5mの支柱を鉛直

に立て，高さ0cmから540cmまで小型の温度・照

度ロガー（Onset社製HOBO UA-002-64）を20 cm 
間隔で取り付けたワイヤーを垂らした。気温と照度

の測定と記録は10 分間隔で行った。根雪期間を測

定するために，支柱から1m以上離れた地点の地表

にも温度・照度ロガーを置いた。ロガーは積雪前の

11 月上旬に設置し，消雪後の 6～7 月に回収した。

観測は2020-2021から2024-2025までの5冬季実施

した。 

積雪に埋もれると温度，照度がほぼ0で一定にな

ることを利用して，それぞれのロガーについて，ど

の時点に雪に埋もれていたかを判定した。日ごとの

最深積雪深の推定は相浦（2026）の方法によった。

詳細はそちらを参照されたい。 
 
2.3 白川の積雪観測結果との比較 

観測地点から最寄り（西に5.8km）の気象庁観

測地点である白川（標高478m）の1984～2025の
最深積雪深のデータ (https://www.data.jma.go.jp/st
ats/etrn/view/annually_a.php?prec_no=52&block_no=
1306&year=&month=&day=&view=a4)を比較に用

いた。両地点の最深積雪深の年変動の相関を検討

するため，Spearmanの順位相関分析を行った。 
 

3．結 果 

3.1 根雪期間と最深積雪深 

小アテビョウおよび白川における各冬季の積

雪深の推移を図–3 に，小アテビョウにおけるそ

れぞれの冬季の根雪期間と最深積雪深を表–1 に

図–2 小アテビョウの積雪観測地点 

✙：積雪観測地点，地理院地図標準（国土地理院）

を加工して作成 図–1 積雪観測地点の位置 

□：積雪観測地点，地理院地図標準（国土地理院）

を加工して作成 
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表–1.  小アテビョウの根雪日数と最深積雪深 

年 根雪初日 消雪日 根雪日数 最深積雪深 最深月日
 (日) （cm）

2020-2021 12/10 5/6 147 409 2/19
2021-2022  11/24*  4/26*  153* 449 2/23
2022-2023 12/2 4/19 138 311 1/30
2023-2024 11/18 4/25 159 309 3/13
2024-2025 11/30 5/12 163 536 2/23

平均 11/29 4/30 152 403 2/21

*根雪期間測定用のロガーが紛失したため、高さ0cmのロガーの
データを使用
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示す。両地点は同調した積雪深の増減を繰り返し，

同時に最深積雪に達することが多かった。小アテ

ビョウの根雪初日は11/18～12/10，平均は11/29，
消雪日は 4/19～5/12，平均 4/30，根雪日数は 138
～163日，平均152日であった。最深積雪深は309
～536cm，平均403cmであった。 

 

3.2 小アテビョウと白川の比較 

 白川における 1984～2025 年および小アテビョ

ウにおける 2021～2025 年の最深積雪深の年変動

を図–4 に示す。白川の最深積雪深は 52～297cm
の範囲で変動し，1984～2025年の平均値は181cm，

2021～2025 年の平均値は 207cm であった。小ア

テビョウで積雪観測をおこなった期間は全観測

期間に比べて高い平均値を示し，そのうち2021，
2022，2025 年は多雪年，2023，2024 年は少雪年

であった（図–5）。とくに2025年は，42年の観測

期間のうちで2番目に高い値を記録した。 

 小アテビョウと白川の最深積雪深の増減のパ

ターンは同調しており（図–4），有意な相関がみ

られた（rs=1.00，p=0.0455，図–6）。 

 

4．考 察 
小アテビョウ（1460m）の5冬季の平均最深積

雪深は407cmに及び，多雪年の2025年には538cm
に達したこと（表–1）は，この地点から北東に約

9kmの奥山（1350m）と水無（1150m）でそれぞ

れ413cm（1991～2017の27季），387cm（1998～
2017，欠1999の19季）と報告されている（相浦

ら 2018；相浦 2026）のを併せ，この山域が有数

の豪雪地であることを示している。豪雪で知られ

図–4 白川と小アテビョウの最深積雪深の年変動 
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図-5 白川における42年間の最深積雪深の

頻度分布と本研究の観測期間の位置づけ 

図-6 白川と小アテビョウの最深積雪深の関係 
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図–3 小アテビョウおよび白川における

各冬季の積雪深の推移 
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る立山では，標高にともなって積雪深が増加する

が，本研究と同等の標高である上ノ小平（1430m）

の最深積雪深は160～500cm，平均で362cm（2004
～2019の16季）と報告されている（中島 2020）。
このことは，同じ標高で比較すれば，この山域が

立山と同等ないしはそれ以上の豪雪山地である

ことを示している。 
小アテビョウと白川は約 6km しか離れておら

ず，冬季季節風の流線に沿って位置しているので，

同じ雪雲によって降雪がもたらされている可能

性も考えられる。このようなことが両地点におけ

る同調した積雪深の経時変化（図–3）と最深積雪

深の年変動における高い相関（図–4，6）をもた

らしていると考えられる。 
同じ利賀川源流の山域のなかでは，小アテビョ

ウは奥山より標高が高いにもかかわらず，最深積

雪深は同等であった。また，奥山と水無のデータ

も用いて調整された最深積雪深推定モデル（相浦

ら 2018）による小アテビョウの推定値は 464cm
で，実測値より過大である。小アテビョウの観測

年数が短く，観測年も異なるため詳細な議論はで

きないが，小アテビョウのほうが南側（内陸側）

に位置し，西側（冬季季節風の風上側）にある白

山山系の高い山の陰になることが，同じ標高で比

較すれば奥山よりも積雪が少なくなることをも

たらしている可能性がある。 
豪雪環境は人工林の成林を困難にさせる。拡大

造林推進時（1960年代）に提示された基準では，

最深積雪深 2.5m 以下は経済林を成林させること

が可能，2.5～4mは雪害防除の特別な対策をとれ

ば可能（将来技術の開発が進めば成林可能），4m
以上は成林不可能とされていた（小野寺 1990）。
しかし，実際には積雪環境を把握せずに造林が実

施されたことも多く，雪害防除対策をとれば成林

可能とされた 2.5～4m の地帯で多くの不成績造

林地が生じている（横井・山口 2000）。各地の成

林状況を総合すると，スギ経済林の成林が確実な

のは最深積雪深1.5mまでで，1.5～2.5mは地形条

件によっては成林可能，2.5m 以上の地帯は造林

すべきでないとされている。近年の林業の省力・

低コスト化への指向を鑑みれば，造林限界を最深

積雪深 1.5m まで下げておくのが得策である（藤

森 1991；横井・山口 2000；横井 2006）。カラマ

ツに関してはスギよりさらに多雪環境によって

成林が阻害されると考えられており，岐阜県飛騨

市宮川町の万波でカラマツの不成績造林地が報

告されている（横井・谷口 1989；横井ら 1990）。
本研究の観測結果は，少雪年でも最深積雪深が

3mを超え，平年で4m，多雪年には5.4mに達す

るという豪雪環境を示しており，上記の議論で導

かれた造林限界の積雪条件をはるかに超えてい

ると判断される。実際に近くで造成されたスギ人

工林では，植栽後 20 年を経ても根元曲がりが著

しくて積雪期に直立するには至っていないとこ

ろが多く見受けられる（杉田2021）。以上のこと

から，この山域では人工林の造成を避けるのが得

策であると考えられる。 
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示す。両地点は同調した積雪深の増減を繰り返し，

同時に最深積雪に達することが多かった。小アテ

ビョウの根雪初日は11/18～12/10，平均は11/29，
消雪日は 4/19～5/12，平均 4/30，根雪日数は 138
～163日，平均152日であった。最深積雪深は309
～536cm，平均403cmであった。 

 

3.2 小アテビョウと白川の比較 

 白川における 1984～2025 年および小アテビョ

ウにおける 2021～2025 年の最深積雪深の年変動

を図–4 に示す。白川の最深積雪深は 52～297cm
の範囲で変動し，1984～2025年の平均値は181cm，

2021～2025 年の平均値は 207cm であった。小ア

テビョウで積雪観測をおこなった期間は全観測

期間に比べて高い平均値を示し，そのうち2021，
2022，2025 年は多雪年，2023，2024 年は少雪年

であった（図–5）。とくに2025年は，42年の観測

期間のうちで2番目に高い値を記録した。 

 小アテビョウと白川の最深積雪深の増減のパ

ターンは同調しており（図–4），有意な相関がみ

られた（rs=1.00，p=0.0455，図–6）。 

 

4．考 察 
小アテビョウ（1460m）の5冬季の平均最深積

雪深は407cmに及び，多雪年の2025年には538cm
に達したこと（表–1）は，この地点から北東に約

9kmの奥山（1350m）と水無（1150m）でそれぞ

れ413cm（1991～2017の27季），387cm（1998～
2017，欠1999の19季）と報告されている（相浦

ら 2018；相浦 2026）のを併せ，この山域が有数

の豪雪地であることを示している。豪雪で知られ

図–4 白川と小アテビョウの最深積雪深の年変動 
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図-5 白川における42年間の最深積雪深の

頻度分布と本研究の観測期間の位置づけ 

図-6 白川と小アテビョウの最深積雪深の関係 
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図–3 小アテビョウおよび白川における

各冬季の積雪深の推移 
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Summary 
   Snow observations were conducted over five winter seasons from 2020-2021 to 2024-2025, at an elevation of 

1460 m near the Toyama–Gifu prefectural boundary in the headwater area of the Toga River in the western part of 
Toyama Prefecture. The duration of continuous snow cover ranged from 138 to 163 days, with a mean of 152 days. 
Maximum snow depth varied between 309 and 536 cm, averaging 403 cm. Although the observation period was 
relatively short, the results demonstrate that this mountain region constitutes a heavily snowy area comparable to the 
Tateyama Mountains. 

Key words: continuous snow-covered period, heavily snowy mountains, maximum snow depth, snow observations 
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